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あらためて 「情報モラル」 を確認すると・・・

情報モラルとは，「情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度」であ

り，具体的には，他者への影響を考え，人権，知的財産権など自他の権利を尊重し情報

社会での行動に責任をもつことや，犯罪被害を含む危険の回避など情報を正しく安全

に利用できること，コンピュータなどの情報機器の使用による健康との関わりを理解す

ることなどである。

このため，情報発信による他人や社会への影響について考えさせる学習活動，ネット

ワーク上のルールやマナーを守ることの意味について考えさせる学習活動，情報には

自他の権利があることを考えさせる学習活動，情報には誤ったものや危険なものがあ

ることを考えさせる学習活動，健康を害するような行動について考えさせる学習活動な

どを通じて，生徒に情報モラルを確実に身に付けさせるようにすることが必要である。

その際，情報の収集，判断，処理，発信など情報を活用する各場面での情報モラルに

ついて学習させることが重要である。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編より

また，情報技術やサービスの変化，生徒のインターネットの使い方の変化に伴い，学校

や教師はその実態や影響に係る最新の情報の入手に努め，それに基づいた適切な指導

に配慮することが必要である。併せて生徒の発達の段階に応じて，例えば，インターネッ

ト上に発信された情報は基本的には広く公開される可能性がある，どこかに記録が残り

完全に消し去ることはできないといった，情報や情報技術の特性についての理解に基づ

く情報モラルを身に付けさせ，将来の新たな機器やサービス，あるいは危険の出現にも

適切に対応できるようにすることが重要である。

さらに，情報モラルに関する指導は，道徳科や特別活動のみで実施するものではなく，

各教科等との連携や，さらに生徒指導との連携も図りながら実施することが重要である。

あらためて 「情報モラル」 を確認すると・・・

場当たり的なトラブル対応だけではなく，
計画的に情報モラルを含む情報活用能力を育てる

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編より



情報モラル教育を

アップデートする

「怖がらせる」だけの指導の脱却

「自覚」させ，「自律」を促す指導へ

情報モラル教育を

広げる

多くの先生，様々な教科での実践

保護者との連携も

情報モラル教育の

計画的な日常化

年間指導計画に位置づけ，

計画的に情報活用能力を育てる

学校全体で組織的・体系的に実施するために・・・

ステップ①

ステップ②

ステップ③

① いかに 「自分のこと」 として捉えてもらうか

－ 「情報に詳しい先生がやることね」でよいのか？

② いつ，何を，どのくらい，どのように，の例示

－ わかりやすい形で実施の「めやす」を示す

③ 学校を異動しても，同じようにできる環境の整備

－ どこでも，いつでも同じように情報モラル教育を実施

各学校で組織的・体系的に実施するための３つのポイント

教育委員会として情報モラル教育を進めるポイント
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－ わかりやすい形で実施の「めやす」を示す

③ 学校を異動しても，同じようにできる環境の整備

－ どこでも，いつでも同じように情報モラル教育を実施

教育委員会として情報モラル教育を進めるポイント

各学校で組織的・体系的に実施するための３つのポイント

情報の信頼性

道徳や学活，総合などで実施する

情報モラル教育

各教科（タブレットを使用する場面）で実施する

情報モラル教育＋

検索する

著作権
作成する

セキュリティ
共有する

誤解・悪口
発表する

① いかに 「自分のこと」 として捉えてもらうか

「自分の教科でも情報モラルを指導しよう」という自分事化



① いかに 「自分のこと」 として捉えてもらうか

－ 「情報に詳しい先生がやることね」でよいのか？

② いつ，何を，どのくらい，どのように，の例示

－ わかりやすい形で実施の「めやす」を示す

③ 学校を異動しても，同じようにできる環境の整備

－ どこでも，いつでも同じように情報モラル教育を実施

教育委員会として情報モラル教育を進めるポイント

各学校で組織的・体系的に実施するための３つのポイント

文部科学省

② いつ，何を，どのくらい，どのように，の例示



② いつ，何を，どのくらい，どのように，の例示

LINEみらい財団 × 静岡大学 「GIGAワークブック」

① 「情報活用」 と 「情報モラル」 をセットで学ぶ

② 45分でも15分でも実施でき，学級で議論できる

③ビギナー版／スタンダード版／アドバンスド版の3種類

② いつ，何を，どのくらい，どのように，の例示



ICTの活用場面
（8場面）

活用スキル 情報モラル トラブル対応

② いつ，何を，どのくらい，どのように，の例示

ICTの活用場面
（8場面）

活用スキル 情報モラル トラブル対応

② いつ，何を，どのくらい，どのように，の例示



調べる／活用スキル（ビギナー版）

写真を撮る／活用スキル（スタンダード版）



考える／活用スキル（スタンダード版）

ICTの活用場面
（8場面）

活用スキル 情報モラル トラブル対応

② いつ，何を，どのくらい，どのように，の例示



写真を撮る／情報モラル （ビギナー版）

調べる／情報モラル（スタンダード版）



つくる／情報モラル （アドバンスド版）

「GIGAワークブック活用サイト」

✓ やりたいことから「逆引き」で検索できる

✓ 年間指導計画を簡単に作成できる

✓ ポイントを紹介する動画資料も準備



学校全体として，いつ，何を，どのくらい，どのように取り組むかを意識

② いつ，何を，どのくらい，どのように，の例示

① いかに 「自分のこと」 として捉えてもらうか

－ 「情報に詳しい先生がやることね」でよいのか？

② いつ，何を，どのくらい，どのように，の例示

－ わかりやすい形で実施の「めやす」を示す

③ 学校を異動しても，同じようにできる環境の整備

－ どこでも，いつでも同じように情報モラル教育を実施

教育委員会として情報モラル教育を進めるポイント

各学校で組織的・体系的に実施するための３つのポイント



③ 学校を異動しても，同じようにできる環境の整備

学校を異動しても，学年が変わっても，実施できる環境づくり

③ 学校を異動しても，同じようにできる環境の整備

学校を異動しても，学年が変わっても，実施できる環境づくり



① いかに 「自分のこと」 として捉えてもらうか

－ 「情報に詳しい先生がやることね」でよいのか？

② いつ，何を，どのくらい，どのように，の例示

－ わかりやすい形で実施の「めやす」を示す

③ 学校を異動しても，同じようにできる環境の整備

－ どこでも，いつでも同じように情報モラル教育を実施

教育委員会として情報モラル教育を進めるポイント

各学校で組織的・体系的に実施するための３つのポイント

① 情報の不正確さ，著作権の侵害などの内容に関する問題

② 個人情報，プライバシーの入力などによる情報漏洩の問題

③ 「考えず」にすぐに聞いてしまうという学び方の問題

④ ずっと話しかけてしまうという使いすぎの問題

【参考】 「生成AI」の登場で情報モラルは変わるのか？

（学校教育での） 問題点の整理

これまでのネットとのつきあい方でもある程度同じかも…
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